
講演内容：
外傷や疾病などで失われた生体組織の修復治療に再生医療の導入が試みられている

が、その治療の主体は骨髄幹細胞やiPS細胞であり、それらの細胞誘導の手法は未だ
に広く普及しておらず限定的である。一方、脂肪幹細胞（adipose stem cells :
ASCs）は、間葉系組織への分化誘導に関与する種々の成長因子を豊富に含むことが報
告されており、さらに比較的容易に採取が可能なため患者への負担が少なく、再生療
法として実用化が進んでいる。また、脂肪組織は骨髄と比較して幹細胞の含有量がは
るかに多いことも特徴で、脳梗塞、肝硬変や認知症など多くの疾患に対する組織再生
療法として臨床応用が行われている。
口腔領域では、萎縮した顎骨への歯科インプラント治療や骨吸収を伴った歯周病治

療などで、自家骨移植あるいは人工骨を用いた組織再生療法が行われている。とくに、
自家骨移植の際に必要な腸骨などの自家骨採取は手術侵襲が大きいことから、人工骨
を用いた顎骨再生は患者にとって有益な治療法となっている。しかし、この方法の欠
点として、骨髄や骨膜などに通常存在する骨芽細胞、血管や種々の細胞を含まない人
工骨による組織再生能には限界となる点である。そこで、細胞成分が豊富に含まれ、
人工骨と共に用いた際に良好な組織再生能をもたらす可能性のあるASCsを用いた臨床
研究が行われてきた。そして、我々は再生医療等安全性確保法の第２種再生医療の認
定を得て、ASCsを人工骨に混和して移植する顎骨増生治療を行っている。
今回、従来から行われている人工骨単独での顎骨再建症例と比較し、本治療法につ

いてretrospectiveな検討を行ない良好な結果を得た。その有用性について、治療例
を供覧して報告する。今後、顎骨欠損を伴う重度な歯周病治療などにもこの細胞治療
が有益となる可能性があり、ASCsを用いた再生医療が今までにない歯科医療を実現出
来ると期待している。

日時：令和 ６年４月１日（月）１８：００～１９：００
場所：昭和大学 歯科病院 第二臨床講堂
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